
『
岩
渕
夜
話
』
は
、
甲
州
流
兵
学
者
大
道
寺
友
山
（
寛
永
十
六
年

一
六
三
九
か
ら
享
保
十
五
年
一
七
三
〇
）
の
編
著
で
あ
る
。
執
筆
の

目
的
は
徳
川
家
康
顕
彰
に
あ
っ
た
と
思
し
い
。
現
存
作
は
極
め
て
多

く
、
近
世
期
に
は
広
範
に
流
布
し
て
い
た
。
家
康
像
の
形
成
に
幾
分

か
寄
与
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
手
近
な
叢
書
類
に
は
翻
刻
さ
れ
て
お
ら

ず
、
従
来
余
り
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

筆
者
は
『
京

都

大
学
蔵
潁
原
文
庫
選
集
』
第
六
巻
（
臨
川
書
店

二
〇
一

八
年
）
に
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
潁
原
文
庫
本

『
岩
渕
夜
話
』
の
翻
刻
と
解
題
を
載
せ
、『
國
語
國
文
』（
京
都
大
学

文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
）
第
八
十
九
巻
第
一
号
（
二
〇
二

〇
年
一
月
刊
）
に
拙
稿
「
大
道
寺
友
山
『
岩
渕
夜
話
』
に
つ
い
て
」

を
寄
稿
し
た
。
解
題
と
拙
稿
で
大
阪
大
谷
大
学
蔵
『
岩
渕
夜
話
』
に

言
及
し
て
い
る
。（
拙
稿
の
注
（
２
）
に
、
本
稿
を
紹
介
し
た
。）
そ

こ
で
は
、
大
阪
大
谷
大
学
蔵
『
岩
渕
夜
話
』
を
諸
本
の
一
と
し
て
で

は
な
く
、『
岩
渕
夜
話
』
の
特
徴
を
知
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
資

料
と
し
て
用
い
て
い
る
。
大
阪
大
谷
本
冒
頭
第
一
条
を
引
く
。「
一
、

東
照
宮
御
降
誕
よ
り
尾
州
へ
御
越
の
段
、
別
事
無
之
略
之
。
『
武

徳
大
成
記
』
に
あ
り
。」

こ
こ
で
略
さ
れ
た
『
岩
渕
夜
話
』
の
本
文
と
、『
武
徳
大
成
記
』

の
一
節
を
比
較
す
る
こ
と
が
、『
岩
渕
夜
話
』
の
作
品
論
の
端
緒
と

な
る
。
他
の
例
は
『
國
語
國
文
』
所
掲
の
拙
稿
に
つ
か
れ
た
い
。

本
稿
は
「
摘
録
」
で
あ
る
。
何
を
摘
ま
ん
だ
か
と
言
う
と
、
主
に

右
に
書
い
た
よ
う
な
、
同
内
容
の
記
事
を
含
む
他
書
に
関
す
る
注
記

で
あ
る
。『
岩
渕
夜
話
』
本
文
を
そ
の
ま
ま
書
き
留
め
た
条
は
、（
全

文
有
り
）
と
し
て
省
略
し
た
。
加
え
て
行
間
・
上
欄
等
の
朱
書
き
等

も
翻
刻
し
た
。
書
写
者
が
、『
岩
渕
夜
話
』
か
ら
史
実
を
抽
出
し
よ

う
と
し
、
一
方
史
実
を
補
っ
た
こ
と
が
、
判
明
す
る
。
漢
字
の
ル
ビ

を
朱
で
施
し
た
箇
所
が
十
例
弱
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
省
略
し
た
。

摘
録

大
阪
大
谷
大
学
蔵
『
岩
渕
夜
話
』

高

橋

圭

一
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大
阪
大
谷
大
学
蔵
本
（
請
求
番
号
９１４.５
Ｄ

写
本
一
冊
）
の
書
誌
を

記
し
て
お
く
。

○
表
紙

水
浅
葱
色
。
二
三
・
五
×
一
六
・
六
糎
。

○
題
簽

近
代
の
補
。
左
、
無
辺
、「
岩
淵
夜
話

全
（
活
字
）」。

二
一
・
三
×
四
・
六
糎
。

○
丁
数

五
八
丁
。

○
扉
題
「
岩
淵
夜
話

全
」。

○
巻
頭
書
名
「
岩
渕
夜
話
」。

○
尾
題
「
岩
渕
夜
話

大
尾
」。

○
行
数

半
丁
一
一
行
。
毎
行
二
七
字
前
後
。

○
見
返
し

文
政
第
五
年
／（
行
替
え
）
壬
午

三
月
吉
日
／
秋
本

姓
／
浅
海
姓
。

○
奥
書

文
政
壬
午

年
季
春
写
之

秋
本
朝
晨
。
下
に
秋
本
蔵
書
の

朱
印
。

○
蔵
書
印

第
一
丁
表
に
白
金
屋
の
墨
印
、
最
終
丁
裏
に
○
（
カ
ス

レ
。
読
め
ず
。）
店
／
柳
井
／
久
保
町
／
登
茂
助
の
墨

印
、
防
州
／
柳
井
／
境
与
の
墨
印
、
等
。
判
読
で
き
な

い
も
の
も
あ
る
。

摘
録
箇
所
の
翻
刻
に
際
し
て
は
、
句
読
点
・
濁
点
・
中
黒
を
補

い
、
書
名
に
は
二
重
鍵
括
弧
を
施
し
た
。
朱
書
き
等
を
引
用
す
る
際

は
鍵
括
弧
で
括
り
、
引
用
中
の
発
語
は
二
重
鍵
括
弧
を
施
し
た
。

各
条
一
、
の
上
に
通
し
番
号
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
打
っ
た
。
本
文

が
無
い
条
も
あ
る
が
、
潁
原
文
庫
本
の
翻
刻
の
通
し
番
号
（
同
位

置
。
た
だ
し
、
漢
数
字
）
と
一
致
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

岩
渕
夜
話

�
一
、
東
照
宮
御
降
誕
よ
り
尾
州
へ
御
越
の
段
、
別
事
無
之
略
之
。

『
武
徳
大
成
記
』
に
あ
り
。

此
時
尾
州
に
人
質
と
成
て
御
座
け
る
時
、
川
野
藤
蔵
と
申
者
小

鳥
抔
進
上
仕
、
常
に
御
伽
に
参
り
慰
奉
り
し
を
御
幼
少
の
御
心

に
御
満
足
に
思
し
召
れ
、
御
忘
れ
な
さ
れ
ず
し
て
後
に
召
出
さ

れ
、
御
懇
に
遊
ば
さ
れ
け
る
と
也
。（「
略
之
」、
と
し
な
が
ら
、

末
尾
の
く
だ
り
は
書
き
留
め
て
い
る
。）

マ
マ

�
一
、
天
文
十
八
乙
酉

三
月

神
君
御
歳
八
才
御
父
広
忠
卿
に
送
れ

さ
せ
玉
ひ
、
夫
よ
り
安
祥
の
城
、
今
川
・
織
田
の
懸
合
略
之
。

『
武
徳
大
成
記
』
に
あ
り
。（「『
武
徳
大
成
記
』
に
あ
り
。」

は
や
や
細
字
で
あ
る
が
、
同
じ
大
き
さ
で
翻
刻
し
た
。
以
下
、

こ
の
よ
う
な
注
記
を
二
行
割
に
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
同
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じ
大
き
さ
と
し
た
。
す
べ
て
同
筆
で
あ
る
。）

�
一
、
神
君
御
具
足
初
よ
り
岡
崎
御
帰
参
の
事
略
之
。

右
同
断
。

�
一
、
永
禄
三
年
今
川
尾
州
攻
、
義
元
討
死
、
神
君
大
高
よ
り
御
帰

城
略
之
。

右
同
断
。

�
（
全
文
あ
り
）
元
康
の
右
に
朱
書
き
「
神
君
の
前
の
名
。」（
朱

書
き
は
本
文
よ
り
か
な
り
細
字
で
あ
る
が
、
同
筆
と
思
わ
れ

る
。
翻
刻
は
同
じ
大
き
さ
と
し
た
。
以
下
の
朱
書
き
に
つ
い
て

も
同
様
。）

�
（
全
文
あ
り
）

�
一
、
水
野
下
野
守
信
元
扱
を
以
、
織
田
家
と
御
和
睦
の
段
略
之
。

『
武
徳
大
成
記
』
に
有
。

�
一
、
永
禄
六
年
牛
窪
城
攻
。
御
馬
印
御
仕
替
の
段
略
之
。
『
武

者
物
語
』
に
有
。

�
（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）
上
欄
に
朱
書
き
。「『
武
家
高
名
記
』
に
曰
、
浅

井
は
藤
原
氏
三
条
大
納
言
公
綱
卿
勅
勘
を
蒙
り
玉
ひ
、
嘉
吉
年

中
に
江
州
に
流
刑
せ
ら
れ
、
京
極
侍
従
に
預
け
玉
ふ
。
此
所
に

て
、
最
愛
の
妾
男
子
を
生
り
。
三
才
の
時
京
極
侍
従
是
を
あ
わ

れ
み
、
丁
野
村
を
あ
た
へ
て
家
人
と
す
。
浅
井
新
左
衛
門
重
政

と
号
す
。
備
前
守
長
政
は
重
政
よ
り
五
代
の
孫
な
り
。
浅
井
郡

丁
野
村
を
領
せ
し
故
浅
井
と
名
の
る
。
去
る
永
正
年
中
、
佐
々

木
六
角
義
実
・
京
極
高
清
、
江
南
・
江
北
を
領
し
龍
虎
の
如
く

威
を
ふ
る
ふ
。
勝
負
決
せ
ざ
り
し
に
、
京
極
入
道
環
山
病
気
に

て
死
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
家
臣
上
坂
治
部
太
輔
泰
貞
、
其
遺
跡
を

立
り
。
于
時
浅
井
亮
政
こ
れ
を
憤
り
、
永
正
四
年
謀
反
を
企
て

上
坂
を
亡
し
江
北
を
治
め
、
長
政
に
至
て
四
代
に
し
て
、
久
政

・
長
政
父
子
信
長
に
滅
せ
ら
る
。」（『
武
家
高
名
記
』
は
樋
口

好
運
著
、
元
禄
九
年
〈
一
六
九
六
〉
自
序
、『
本
朝
武
家
高
名

記
』。
同
書
〈
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
本

請
求
番
号
１６９

３０２
に
拠
る
。
国
立
公
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
全
文
閲
覧

可
能
。〉
第
二
武
将
伝
巻
之
四
「
浅
井
備
前
守
素
姓
之
事
」
の

要
約
で
あ
る
。）

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

一
、
神
君
岡
崎
御
坐
遊
ば
さ
れ
候
時
、
活
置
せ
ら
れ
候
鯉
を
鈴
木

久
三
郎
取
上
て
料
理
致
し
た
る
一
件
略
之
。

行
間
及
び
欄
外

に
朱
書
き
。「
御
用
意
に
活
置
せ
ら
れ
候
鯉
を
取
上
た
る
事
聞

し
召
れ
、
以
の
外
御
立
腹
に
て
御
成
敗
も
可
被
成
と
久
三
郎
を
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呼
出
し
、
長
刀
鞘
を
は
づ
し
待
居
給
ふ
を
、
久
三
郎
見
る
よ
り

大
小
を
五
六
間
程
後
へ
投
捨
、
眼
を
屹
と
見
開
き
、『
愚
成
大

将
か
な
、
魚
鳥
に
人
を
か
へ
る
作
法
何
れ
の
国
に
候
哉
。
夫
に

て
は
中
々
天
下
の
望
は
な
る
間
敷
』
と
申
上
け
る
。
実
も
と
思

し
け
る
に
や
、
長
刀
を
投
捨
奥
に
入
せ
玉
い
け
る
。
是
は
此
頃

ハ
シ
リ
の
者
止
場
に
て
鳥
を
と
り
、
一
人
は
堀
に
あ
み
を
打
け

る
。
此
両
人
追
込
あ
り
し
を
い
わ
ん
為
に
、
態
と
鯉
を
料
理
し

て
諷
諫
申
上
し
な
り
。
感
じ
思
し
召
て
ハ
シ
リ
の
者
を
御
免
被

仰
付
、
鈴
木
に
も
満
足
思
し
召
さ
る
ゝ
由
御
意
有
し
。
久
三
郎

も
涙
を
流
し
て
有
難
が
り
し
と
也
。」

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）
上
欄
に
朱
書
き
。「『
大
成
記
』
に
は
本
多
百
介

・
名
倉
喜
八
両
人
遣
は
さ
れ
候
処
へ
疑
心
を
抱
き
、
宴
を
設
け

本
多
を
刺
と
あ
り
。
本
多
百
介
、
後
に
庄
左
衛
門
と
い
ふ
て

『
甲
陽
軍
鑑
』
に
あ
り
。」

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

一
、
天
正
十
二
年
織
田
信
雄
と
秀
吉
公
小
牧
陣
の
段
略
之
。

『
老
人
雑
話
』
に
あ
り
。

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

後
半
（
大
阪
大
谷
本
で
は
二
二
条
を
二
条
に
分
け
る
。
本
文
末

尾
の
本
多
作
左
衛
門
の
書
状
が
「
一
筆
啓
上
火
の
用
心
、
お
せ

ん
な
か
す
な
、
屋
き
た
な
と
も
馬
こ
や
せ
、
か
し
く
。」「
屋
き

た
な
と
も
」
の
右
、
行
間
に
「
本
ノ
マ
ヽ
不
分
」
と
墨
書
。
異

文
で
あ
ろ
う
。）

一
、
織
田
信
雄
の
御
取
持
に
て
、
越
前
黄
門
秀
康
君
秀
吉
公
の
御

養
子
に
成
ら
せ
ら
れ
、
且
御
和
睦
秀
吉
公
の
妹
御
浜
松
へ
入

輿
、
大
政
所
岡
崎
へ
御
下
り
の
段
略
之
。
『
武
野
俗
談
』
に

あ
り
。

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

○
（
信
康
切
腹
の
条
。
潁
原
本
に
な
し
。
諸
本
に
は
載
せ
る
も
の

が
多
い
。『
潁
原
文
庫
選
集
』
解
題
中
に
翻
刻
し
た
。）

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）
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一
、
太
閤
秀
吉
公
朝
鮮
征
伐
の
刻
、
肥
前
名
護
屋
に
て
自
身
御
渡

海
な
さ
る
べ
き
と
の
趣
、
浅
野
弾
正
、
秀
吉
公
に
狐
が
付
候
と

の
答
略
之
。

書
名
な
し
。

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）
上
欄
及
び
行
間
に
朱
書
き
。「『
甲
陽
軍
鑑
』
に

曰
、
曲
渕
は
板
垣
信
形
草
履
取
鳥
若
と
云
、
後
曲
渕
庄
左
衛
門

と
い
ふ
と
也
。
年
四
十
歳
に
余
る
ま
で
公
事
数
四
十
五
度
、
其

内
一
ツ
勝
一
ツ
は
扱
い
、
残
り
は
皆
負
け
候
と
也
。
初
は
板
垣

被
官
に
被
成
、
板
垣
同
心
に
仰
付
ら
れ
け
る
と
也
。
板
垣
弥
次

郎
は
本
郷
八
郎
左
衛
門
と
云
も
の
ゝ
、
小
身
と
て
侮
り
、
慮
外

を
致
し
伐
殺
さ
る
ゝ
。
本
郷
道
理
成
る
故
、
命
を
助
け
座
敷
籠

へ
入
置
る
ゝ
所
に
、『
本
郷
成
敗
な
き
は
信
玄
公
の
仰
に
て
殺

さ
れ
候
』
迚
、
信
玄
公
を
ね
ら
い
け
る
由
聞
し
召
れ
、
義
理
を

存
じ
や
さ
し
き
覚
悟
を
感
じ
玉
ひ
、
御
主
殿
の
白
洲
へ
召
寄
ら

れ
、『
板
垣
は
当
座
の
事
、
誠
の
主
は
我
也
』
と
、
さ
ま
�
�

申
宥
め
玉
い
け
れ
ば
、
誓
紙
を
仕
り
随
身
仕
り
け
る
と
也
。」

一
、
太
閤
秀
吉
公
御
病
気
に
付
て
五
老
三
老
五
奉
行
御
定
、
後
事

御
遺
言
の
段
略
之
。

尤
右
の
内
、
大
坂
御
城
内
奥
向
に
お
い

て
尼
香
蔵
主
『
松
井
』
に
あ
り
。

（
香
蔵
主
は
）
神
君
に
御
気
を
付
大
切
に
存
じ
け
る
と
な
り
。

是
に
依
て

秀
忠
公
別
し
て
御
不
便
を
加
へ
ら
れ
、
後
は
江
戸

へ
召
下
さ
れ
、
道
三
河
岸
に
お
い
て
居
屋
敷
ま
で
下
さ
れ
、
其

上
香
蔵
主
子
に
川
副
六
兵
衛
と
申
者
、
織
田
信
長
公
に
奉
公
せ

し
川
副
式
部
が
惣
領
な
る
を
大
御
番
に
召
出
さ
れ
、
香
蔵
主
宿

下
り
の
為
と
仰
付
ら
れ
不
浅
御
念
頃
な
り
。（
神
君
に
…
か
ら

こ
こ
迄
、
潁
原
本
に
有
り
。）
此
段
『
難
波
全
記
』『
松
井
』

等
に
も
見
へ
ず
。
依
て
是
を
し
る
す
也
。

一
、
慶
長
四
年
の
春
、
池
田
輝
政
・
福
島
正
則
・
細
川
忠
興
・
浅

野
幸
長
・
黒
田
長
政
・
加
藤
清
正
・
加
藤
嘉
明
等
の
面
々
石
田

を
討
べ
し
と
の
企
。
『
松
井
物
語
』
に
あ
り
。

神
君
の
御
噯
之
段
略
之
。
尤
此
時
石
田
を
誅
罰
の
義
、
右
の

面
々
よ
り

神
君
へ
伺
ひ
奉
る
処
に
、
夜
中
に
本
多
佐
渡
守
登

城
す
。「
御
夜
詰
引
け
候
哉
」
と
尋
け
れ
ば
、
御
児
小
性
土
井

甚
三
郎
大
炊
頭
居
け
る
が
「
今
少
先
程
御
寝
処
へ
入
ら
せ
玉

ふ
」
と
云
。
佐
渡
守
聞
て
、「『
申
上
度
義
候
間
登
城
仕
候
』
と

申
上
ら
れ
よ
」
と
云
。
甚
三
郎
参
て
其
段
申
上
る
所
に
、
未
御

目
覚
さ
せ
ら
れ
御
座
候
て
「
是
へ
参
る
べ
く
」
の
由
上
意
有

り
。
佐
渡
守
御
側
へ
参
り
、
神
君
「
夜
中
の
出
仕
何
事
ぞ
」
と

仰
有
け
れ
ば
、
佐
渡
守
い
わ
く
「
い
や
別
の
義
に
て
も
御
座
な

く
候
。
石
田
治
部
事
は
如
何
思
召
候
哉
」
と
申
上
れ
ば
、
神
君
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曰
「
去
れ
ば
其
義
を
今
も
兎
や
角
と
思
案
し
て
み
る
ぞ
」
と
の

上
意
也
。
佐
渡
守
承
り
「
も
は
や
安
堵
仕
候
。
御
思
案
遊
ば
さ

る
と
の
仰
の
上
は
申
上
べ
く
様
御
座
な
く
」
と
て
御
前
を
退
出

す
と
云
也
。（
全
体
と
し
て
は
、
潁
原
本
よ
り
か
な
り
短
い
。

た
だ
し
「
神
君
の
御
噯
之
段
略
之
。」
以
下
、
及
び
引
用
は
略

し
た
が
、
条
末
の
二
字
下
げ
の
く
だ
り
は
潁
原
本
と
同
じ
。）

一
、
慶
長
四
年
九
月
八
日

神
君
大
坂
城
へ
御
入
、
西
の
丸
に
御

座
な
さ
れ
本
丸
へ
御
越
秀
頼
公
へ
御
対
面
の
時
、
神
君
を
殺
害

し
奉
ら
ん
と
相
謀
段
、
大
同
小
異
な
れ
共
格
別
是
な
く
略
之
。

『
松
井
物
語
』
に
あ
り
。

一
、
慶
長
五
年
上
杉
景
勝
御
退
治
御
下
向
、
六
月
十
八
日
石
部
御

マ
マ

宿
、
翌
日
は
水
口
に
て
長
束
大
蔵
太
輔
御
膳
を
献
ず
べ
き
候

所
、
直
様
夜
中
御
立
の
段
略
之
。

右
に
同
じ
。

一
、
同
小
山
御
陣
所
へ
上
方
蜂
起
の
注
進
の
段
略
之
。

右
に
同

じ
。

一
、
遠
州
池
鯉
鮒
の
駅
に
お
い
て
加
賀
の
井
弥
八
郎
、
水
野
和
泉

守
を
討
け
る
一
件
略
之
。

右
に
同
じ
。

一
、
八
月
廿
三
日
、
濃
州
岐
阜
の
城
を
攻
取
る
の
注
進
、
九
月
朔

日
江
府
を
御
立
、
岐
阜
近
所
八
丈
村
瑞
雲
寺
柿
献
上
の
一
件
略

之
。

右
に
同
じ
。

一
、
九
月
十
五
日
関
ケ
原
合
戦
御
勝
利
、
山
岡
道
阿
弥
勝
鬨
御
執

行
の
段
申
上
る
一
件
略
之
。

右
に
同
じ
。

一
、
日
の
岡
峠

関
処
に
て
福
島
が
使
者
口
論
、
伊
奈
図
書
切
腹

の
段
略
之
。

右
に
同
じ
。『
武
野
燭
談
』
に
も
あ
り
。

一
、
九
月
廿
三
日
三
成
生
捕
、
御
陣
所
へ
差
出
す
段
略
之
。

『
松
井
』
に
あ
り
。

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

一
、
土
方
勘
兵
衛
・
大
野
修
理
両
人
、
関
ケ
原
已
後
本
領
安
堵
略

之
。
『
松
井
』
に
あ
り
。

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

無
し

無
し

無
し

（
全
文
あ
り
）
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（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

一
、
神
君
役
義
仰
付
ら
れ
度
人
柄
是
有
り
、
土
井
大
炊
頭
へ
人
柄

御
尋
、
大
炊
頭
答
の
段
略
之
。
『
武
野
燭
談
』
に
あ
り
。

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）
松
平
武
蔵
守
初
出
の
箇
所
の
右
に
朱
書
き
。

「
此
時
播
州
侍
従
│
│
備
前
新
太
郎
少
将
光
政
の
父
」、
武
蔵
守

の
左
下
に
同
じ
く
「
利
隆
。」
上
欄
か
ら
欄
外
に
か
け
て
朱
書

き
。「『
砕
玉
話
』
に
曰
、
大
坂
冬
陣
武
蔵
守
は
神
崎
に
軍
立

し
、
弟
左
衛
門
督
尼
ケ
崎
に
軍
立
し
、
忠
継
は
蜆
江
に
向
ひ
敵

を
追
払
は
る
。
利
隆
是
を
見
て
勇
み
進
む
と
い
へ
共
、
御
目
付

マ
マ

城
和
泉
守
強
て
是
を
制
す
。
利
隆
憤
り
を
抑
へ
て
思
惟
し
す
る

所
へ
、
安
部
四
郎
五
郎
来
る
。
利
隆
此
由
を
告
る
に
、
安
部
の

曰
、『
兄
弟
と
云
、
眼
前
の
敵
と
云
、
忠
継
克
ず
ん
ば
兄
弟
を

棄
る
也
。
忠
継
勝
ば
自
ら
怯
の
毀
り
を
受
ん
。』
此
一
言
に
依

て
利
隆
力
を
得
、
城
が
留
る
を
聞
ず
し
て
中
津
川
を
渡
り
、
横

筋
違
に
か
け
る
。
大
坂
落
城
の
後
、『
此
事
の
讒
に
逢
て
譴
責

せ
ら
る
べ
し
』
と
の
沙
汰
あ
る
時
、
伴
大
膳
を
以
て
陳
謝
せ
ら

る
と
あ
り
。」
伴
大
膳
の
言
中
「
内
府
様
へ
の
不
忠
」
の
右
に

朱
書
き
。「
此
時
大
御
所
様
。（
潁
原
本
で
は
「
上
様
へ
の
不

忠
。」）

タ
ヽ

（
全
文
あ
り
）
小
出
大
隅
守
の
右
下
に
朱
書
き
「
三
尹
。」

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

（
全
文
あ
り
）

無
し

（
本
学
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授
）
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